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この区議会だよりは、再生紙（再生紙活用率７０％）を活用しています。

第２１７号 平成２２年（２０１０年）４月２４日
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き
を
簡
素
化
し
ỏ
要
介
護
認

定
審
査
を
簡
略
化
し
ỏ
利
用

し
や
す
い
制
度
へ
と
転
換
す

る
こ
と
Ố

４　

介
護
従
事
者
の
待
遇
改
善

と
ỏ
大
幅
給
与
ア
ỽ
プ
に
つ

な
が
る
介
護
報
酬
の
引
き
上

げ
を
行
う
こ
と
Ố

５　

介
護
保
険
料
の
負
担
を
抑

制
す
る
た
め
に
ỏ
公
費
負
担

割
合
を
５
割
か
ら
ỏ
当
面
６

割
に
引
上
げ
る
こ
と
Ố

ợ
内
閣
総
理
大
臣
ỏ
厚
生
労
働

大
臣
あ
て
Ụ

�　

中
野
区
は
小
中
学
校
再
編
計

画
を
策
定
し
ỏ
中
央
中
学
校
と

第
九
中
学
校
は
平
成　

年
度
に

⚒⚔

統
合
し
ỏ
統
合
新
校
校
舎
が
竣

工
す
る
ま
で
の
平
成　

年
度
か

⚒⚔

ら　

年
度
ま
で
の
間
は
ỏ
現
在

⚒⚖
の
第
九
中
学
校
の
校
舎
を
使
用

す
る
予
定
と
な
ỳ
て
い
ま
す
Ố

中
野
区
議
会
は
ỏ
国
に
対
し
ỏ

現
在
中
野
四
丁
目
で
凍
結
さ
れ

て
い
る
国
家
公
務
員
宿
舎
用
地

に
つ
い
て
ỏ
新
中
学
校
用
地
と

し
て
中
野
区
へ
無
償
貸
与
さ
れ

◆
中
野
四
丁
目
国
家
公
務

員
宿
舎
建
設
計
画
中
断

中
の
土
地
の
無
償
貸
与

を
求
め
る
意
見
書

る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
Ố

ợ
内
閣
総
理
大
臣
ỏ
副
総
理
・

財
務
大
臣
あ
て
Ụ

�　

我
が
国
は
ỏ
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
ỏ
核
兵
器
に
よ
る
犠
牲

者
が
再
び
生
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
ỏ
そ
の
脅
威
や
被
爆
の

実
状
を
国
内
外
へ
伝
え
ỏ
非
核

三
原
則
の
堅
持
を
表
明
し
て
き

ま
し
た
Ố
今
こ
そ
ỏ
核
保
有
国

に
対
し
ỏ
核
兵
器
禁
止
の
交
渉

の
開
始
と
廃
絶
条
約
締
結
に
合

意
す
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
ỏ

北
朝
鮮
や
Ｎ
Ｐ
Ｔ
ớ
核
不
拡
散

条
約
Ờ
非
加
盟
国
ớ
イ
ン
ド
ỏ

パ
キ
ス
タ
ン
ỏ
イ
ス
ラ
エ
ル
Ờ

に
も
ỏ
参
加
を
強
く
働
き
か
け

る
な
ど
ỏ
主
導
的
な
役
割
を
果

た
す
べ
き
で
す
Ố

　

よ
ỳ
て
中
野
区
議
会
は
ỏ
政

府
に
対
し
ỏ
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
に
お
い
て
ỏ
核
兵
器
の
廃
絶

と
恒
久
平
和
実
現
に
向
け
ỏ
指

導
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
ỏ
強

く
求
め
ま
す
Ố

ợ
内
閣
総
理
大
臣
ỏ
外
務
大
臣

あ
て
Ụ

◆
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久

平
和
実
現
を
求
め
る
意

見
書

し
か
し
政
府
は
ỏ
本
格
実
施
か

ら
１
年
も
経
過
し
て
い
な
い
制

度
の
抜
本
見
直
し
を
表
明
し
ỏ

学
校
現
場
の
波
乱
に
拍
車
が
か

か
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
Ố

質
の
高
い
教
員
を
確
保
し
ỏ
国

民
の
負
託
に
こ
た
え
る
教
育
水

準
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め

に
も
ỏ
国
会
及
び
政
府
に
対
し
ỏ

教
員
免
許
の
更
新
制
を
存
続
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
Ố

ợ
衆
議
院
議
長
ỏ
参
議
院
議
長
ỏ

内
閣
総
理
大
臣
ỏ
副
総
理
・
財

務
大
臣
ỏ
文
部
科
学
大
臣
ỏ
国

家
戦
略
担
当
大
臣
ỏ
内
閣
官
房

長
官
あ
て
Ụ

�　

国
民
の
政
治
不
信
の
根
幹
で

あ
る
ủ
政
治
と
カ
ネ
Ứ
の
問
題

を
断
ち
切
る
た
め
に
ỏ
再
発
防

止
に
向
け
た
法
整
備
に�
真��
摯�
に

し
ん�

し

取
り
組
む
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
Ố

　

秘
書
な
ど
の
会
計
責
任
者
が

違
法
行
為
を
犯
し
た
場
合
に
ỏ

監
督
責
任
の
あ
る
国
会
議
員
の

公
民
権ớ
選
挙
権
や
被
選
挙
権
Ờ

を
停
止
す
る
等
の
政
治
資
金
規

正
法
改
正
案
の
今
国
会
で
の
成

◆
政
治
資
金
規
正
法
の
厳

格
化
を
求
め
る
意
見
書

立
を
期
す
よ
う
強
く
要
望
し
ま

す
Ố

ợ
衆
議
院
議
長
ỏ
参
議
院
議
長
ỏ

内
閣
総
理
大
臣
ỏ
総
務
大
臣
あ

て
Ụ

�　

介
護
保
険
制
度
の
始
動
か
ら
ỏ

　

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
ỏ
介

⚑⚐護
の
現
場
に
お
い
て
は
深
刻
な

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
Ố
平

成　

年
に
改
正
年
次
を
迎
え
る

⚒⚔
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
向
け

て
ỏ
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的

な
基
盤
整
備
を
す
べ
く
ỏ
特
に

以
下
の
点
に
つ
い
て
早
急
な
取

り
組
み
を
行
な
う
よ
う
ỏ
強
く

要
望
し
ま
す
Ố

１　

平
成　

年
ま
で
に
ỏ
待
機

⚓⚗

者
解
消
を
目
指
し
ỏ
介
護
３

施
設
を
倍
増
さ
せ
ỏ
特
定
施

設
ỏ
グ
ル
ồ
プ
ホ
ồ
ム
を
３

倍
増
に
す
る
こ
と
Ố

２　

在
宅
介
護
支
援
強
化
の
た

め
ỏ　

時
間
３
６
５
日
訪
問

⚒⚔

介
護
サ
ồ
ビ
ス
の
大
幅
な
拡

充
と
ỏủ
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
Ứ

を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
Ố

３　

煩
雑
な
事
務
処
理
の
手
続

◆
介
護
保
険
制
度
の
抜
本

的
な
基
盤
整
備
を
求
め

る
意
見
書

▼
文
教
委
員
会

　

２
／
１　

報
告
９
件
を
聴
取

▼
議
会
運
営
委
員
会

　

２
／
２　

第
１
回
定
例
会
の

日
程
な
ど
を
協
議

　

２
／　
　

第
１
回
定
例
会
の

⚑⚐

招
集
日
の
確
認
や
日
程
な
ど

を
協
議

▼
中
野
駅
周
辺
・
西
武
新
宿
線

沿
線
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

　

１
／　
　

報
告
３
件
を
聴
取

⚒⚑

　

２
／
４　

報
告
２
件
を
聴
取

▼
環
境
対
策
特
別
委
員
会

　

１
／　
　

報
告
１
件
を
聴
取

⚒⚕

▼
総
務
委
員
会

　

１
／　
　

議
案
１
件
を
審
査
ỏ

⚑⚔

　

報
告
２
件
を
聴
取

　

１
／　
　

報
告
５
件
を
聴
取

⚒⚖

▼
区
民
委
員
会

　

１
／　
　

報
告
５
件
を
聴
取

⚒⚙

▼
厚
生
委
員
会

　

１
／　
　

請
願
１
件
を
審
査
ỏ

⚒⚙

　

報
告　

件
を
聴
取

⚑⚑

▼
建
設
委
員
会

　

２
／
１　

報
告
８
件
を
聴
取

結　果無所属
歓

民主ク
棺

共　産
汗

公　明
澗

自　民
監

会派名等
（議員数）

件　名
第 １ 回 定 例 会

区長提出議案
可 決○⁇⁇⁇○○中野区基本構想の改定について
可 決○⁇○⁇○○平成⚒⚑年度中野区一般会計補正予算
可 決○⁇○⁇○○平成⚒⚒年度中野区一般会計予算
可 決○⁇○⁇○○平成⚒⚒年度中野区国民健康保険事業特別会計予算
可 決○⁇○⁇○○平成⚒⚒年度中野区後期高齢者医療特別会計予算
可 決○⁇○⁇○○平成⚒⚒年度中野区介護保険特別会計予算
可 決○⁇○⁇○○中野区職員定数条例の一部を改正する条例
否 決○⁇⁇⁇⁇○中野区動物の愛護の促進及び適正な管理に関する条例
可 決○⁇○○○○中野区立児童館条例の一部を改正する条例
可 決○⁇○⁇○○警察大学校等跡地地区都市計画道路電線共同溝及び道路整備工事請負契約
可 決○−○○○⁇平成⚒⚒年度中野区一般会計補正予算

第 １ 回 臨 時 会
区長提出議案

可 決○⁇○⁇○○中野区国民健康保険条例の一部を改正する条例
※会派等の略称〔自民：自由民主党議員団、公明：公明党議員団、共産：日本共産党議員団、民主ク：民主クラブ、無所属：無所属議員〕
　議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。

�
ụ
総
務
委
員
会
付
託
Ủ

ớ　

Ờ第
２
号
陳
情　

永
住
外
国

⚒⚒人
へ
の
地
方
参
政
権
付
与
の
法

制
化
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

ụ
厚
生
委
員
会
付
託
Ủ

ớ　

Ờ第
６
号
請
願　

食
料
の
自

⚒⚑給
力
向
上
と
ỏ
食
の
安
全
・
安

心
の
回
復
に
向
け
て
ỏ
食
品
表

示
制
度
の
抜
本
的
改
正
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

ụ
文
教
委
員
会
付
託
Ủ

ớ　

Ờ第　

号
陳
情　

離
婚
後
の

⚒⚐

⚒⚕

親
子
の
面
会
交
流
の
法
制
化
と

養
育
費
支
払
い
強
化
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

ớ　

Ờ第　

号
陳
情　

認
可
保
育

⚒⚐

⚓⚕

所
へ
の
ủ
直
接
契
約
方
式
Ứ
の

導
入
と
最
低
基
準
の
廃
止
・
見

直
し
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
陳
情
書

ớ　

Ờ第
４
号
陳
情　

東
中
野
地

⚒⚒域
に
お
け
る
継
続
し
た
子
ど
も

の
遊
び
場
・
居
場
所
に
つ
い
て

�ớ　

Ờ第　

号
陳
情　

地
域
セ
ン

⚒⚑

⚑⚓

タ
ồ
を
存
続
す
る
こ
と
に
つ
い

て
継
続
審
査

取

下

げ

　

第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
請

願
・
陳
情
の
審
議
結
果
は
ỏ
次

の
と
お
り
で
す
Ố　
ớ　

Ờ
内
の

数
字
は
年
で
す
Ố

�ớ　

Ờ第
５
号
陳
情　

中
野
３
丁

⚒⚑目
に
コ
ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
づ
く
り
の

た
め
の
公
的
拠
点
を
確
保
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　

中
野
３
丁
目
に
コ
ミ
ỿ
ニ
テ

ỹ
づ
く
り
の
た
め
の
公
的
拠
点

を
確
保
す
る
よ
う
に
検
討
し
て

く
だ
さ
い
Ố

Ổ
全
会
一
致

ớ　

Ờ第
１
号
陳
情　

東
京
都
住

⚒⚒宅
供
給
公
社
の
家
賃
値
上
げ
反

対
に
関
す
る
陳
情

　

平
成　

年　

月
以
降
の
家
賃

⚒⚒

⚑⚐

は
ỏ
住
民
の
意
向
を
反
映
さ
せ

家
賃
値
上
げ
を
凍
結
す
る
よ
う
ỏ

東
京
都
知
事
に
対
す
る
意
見
書
ỏ

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
理
事
長

に
対
す
る
要
望
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
Ố

ớ
意
見
書
提
出
Ổ
み
な
す
採
択
Ờ

※
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
理
事

長
あ
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
Ố 採

択

審
議
結
果
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Q
Q

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会

日
程
は
ỏ
次
の
と
お
り
で
す
Ố

●
第
２
回
定
例
会

　

６
月　

日
Ỗ
７
月
８
日

⚒⚓

●
閉
会
中
の
委
員
会

　

建
設
委
員
会　
　

５
月　

日
⚑⚐

　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
９
日

＊　
　

＊　
　

＊

　

議
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
Ố
詳
し
く
は
ỏ

中
野
区
議
会
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
ỏ

ま
た
は
区
議
会
事
務
局
ớ
電
話

３
２
２
８
Ổ
５
５
８
５
Ờ
へ
Ố

今
後
の
議
会
日
程

【○：賛成　 ：反対　ʕ：退席】意見の分かれた案件（第１回定例会・第１回臨時会）

　中野区議会委員会条例
の改正により、文教委員
会の名称が子ども文教委
員会に変更になりました。

常任委員会の
名称変更

閉
会
中
の
委
員
会
の
動
き

平
成　

年　

月
Ỗ　

年
2
月

21

12

22


